
 

 

［成果情報名］おうとう「佐藤錦」の輸出における荷痛み防止方法 

［要約］おうとう「佐藤錦」の果実の輸出時には緩衝資材としてポリウレタンフォームを出

荷用パックの内側底面に敷き、個装された出荷用化粧段ボール箱を更に別の段ボール箱で

２重梱包することで、荷傷みを軽減できる。 
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［背景・ねらい］ 

おうとうは日持ち性が悪い果実であることから、輸送に長時間を要する輸出に適した包

装資材や鮮度保持技術の開発が必要である。そこで、輸出における輸送時の衝撃や温湿度

環境に対応できるパッケージ技術を開発する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．出荷段ボール箱の受ける衝撃が大きい国外向けの輸送においては、緩衝資材としてポ

リウレタンフォーム（以下「ウレタン」）を 500ｇパックの内側底面に敷くことにより、

荷傷み軽減効果が期待できる（表１）。 

２．個装された化粧段ボール箱を更に段ボール箱で２重梱包するパッケージ手法は、輸出

時の荷傷み軽減に有効である（表２）。 

３．機能性段ボール箱は、輸送後の果実重の減少を抑制する傾向にある（表３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本成果は、図１に示す梱包を行い、2008 年および 2009 年に山形から台湾（台北市）

へ輸出した結果である。日本国内および台湾内はトラック輸送とし、日本（成田空港）

から台湾（桃園空港）までは航空機を使用した。なお、輸送中の出荷箱内の温度は、20

℃～28℃程度で変動しながら推移し、輸送日数は、2008 年が 6 月 24 日～26 日、2009

年が 6 月 23 日～25 日のそれぞれ 3 日を要した。 

２．機能性段ボール箱は、日本トーカンパッケージ社製「T-CA 段ボール」を使用した。 

３．緩衝資材として使用するウレタンは、500ｇパックの外側底面と化粧段ボール箱の間に

敷いても荷傷み軽減効果がみられるが、500ｇパックの内側底面に敷くとより効果が高

い（データ未掲載）。 

４．輸送後の果実の荷傷みは、果実の詰め方によっても影響を受け、「置き並べ詰め」、

「パックバラ詰め」、「バラ詰め」の詰め方の順に荷傷みが少ない傾向にある（データ

未掲載）。 



 

 

［具体的データ］ 

　表１　緩衝資材が輸出後の果実損傷発生に及ぼす影響

有り 40.1 1.4

無し 76.8 1.3

有り 1.4 1.0

無し 55.0 1.1

有り 53.3 1.2

無し 66.6 1.8

有り 23.3 1.0

無し 34.3 1.4

有り 21.3 1.0

無し 43.8 1.1

果実重減少率

（％）

1.2

1.6

0.9

1.4

ｚ
3mm厚のウレタンを500gパック内側底面に使用．　　

y
パックの底面に接している果実のう

ち，損傷がみられる果実の割合（％）．　　
x
指数は，1：軽（商品性有り）、2：甚（商品性無

し）とし，Σ（指数×果数）／発生果数より求めた．

荷姿
緩衝資材

の有無ｚ

化粧段ボール箱
パックバラ詰め

（500ｇパック×2）

調査年

2009

2008

損傷果発生ｙ

割合
損傷果発生ｘ

程度

　表２　荷姿や２重梱包の有無が輸出後の果実損傷に及ぼす影響

荷姿 調査年
２重梱包
の有無

損傷果発生z

割合
損傷果発生y

程度

化粧段ボール箱
パックバラ詰め

（500ｇパック×2）

2009

2008

シングル段ボール箱
（1kg用）　バラ詰め

2008

z
機能性段ボール箱は、外側をガス透過性をコントロールする樹脂で、内側を低透湿性

樹脂でラミネート処理した１ｋｇ（500ｇパック×2）用段ボール箱を使用した．

　表３　機能性段ボール箱が輸出後の果実重に及ぼす影響

箱詰め形態 調査年 段ボール箱種類

ｚ
発生割合（％）　　

ｙ
指数は，1：軽（商品性有り）、2：甚（商品性無し）とし，Σ（指数×果

数）／発生果数より求めた．

パックバラ詰め
（500ｇパック×2）

2009

2008

機能性段ボール箱z

化粧段ボール箱

機能性段ボール箱

化粧段ボール箱

２重梱包の有無y

（左：有り，右：無し）

図１　緩衝資材および２重梱包の使用状況
z
緩衝資材として3mm厚のウレタンを使用．

y
1kg用化粧段ボール箱（500ｇパックのバラ詰め×2）を，有り：10箱単位で外側をさら

にシングル段ボール箱で梱包，無し：3箱単位で荷造りバンドのみで梱包．

緩衝資材zの有無
（左：有り，右：無し）
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